
 

第５学年 体育科保健領域 学習指導案 
授業者： 鈴木 信也 

丸田 樹理  
会場：第二校舎２階算数教室 
対象：５年１組３０名 

                 
１ 単元名 「笑顔も心も満タンに」 

  

２ 単元の目標 

知識及び技能 
心の発達、心と体の関係、不安や悩みへの対処について理解できるようにする
とともに、不安や悩みへの簡単な対処ができるようにする。 

思考力，判断力，表現力等 
心の健康について課題を見付け、よりよい適切な対処方法に向けて考える活動

を通して、それらを表現できるようにする。 

学びに向かう力，人間性等 
心の健康について、健康や安全の大切さに気付き、自己の健康の保持増進や回

復にすすんで取り組むことができるようにする。 

 

３ 単元の評価規準 

 単元の評価規準 

知識・技能 

① 心は様々な経験を通して年齢に伴って発達すること、心と体には密接な関係があることを

理解し、発言したり書いたりすることができる。 

② 不安や悩みへの対処について学習したことを生かし、簡単な対処をすることができる。 

③ 不安や悩みへの対処には、相談する・休養する・気分転換するなどの様々な方法があるこ

とを理解し、発言したり書いたりすることができる。 

思考・判断・表現 

① 心の発達や心と体の関係の密接な関係について、考えたことを説明したり伝え合ったりし 

  ている。 

② 不安や悩みへの対処について、経験や学習を通して、より適切な対処方法を考えたり、説

明したり伝え合ったりしている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

① 自分の生活を振り返り、課題解決のためにすすんで学習に取り組もうとしている。 

② 心の健康について、情報を集めたり友達と伝え合ったりしようとしている。 

 
４ 研究テーマと本単元のつながり 
（１）児童の実態 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

アンケート結果により、健康でいることは大切であることはほぼ全員の児童が実感している。もっと健康にな
りたいと思っている児童はほぼ全員である。しかしながら、学級の 3分の 1以上の子児童が健康に気を付けて生
活はしていないと回答している。３・４年生の保健の学習を通して健康は体の状態と結びついていると考えてい
る。心の状態と関連付けて考えていないことが予想される。おそらく目に見えない自分の心の状態そのものや、
悩みや不安を自覚していない児童も多い。よって本単元では、①仲間に関心をもって、互いの考えや成長を認め
合いながら、②心の健康への関心を高め、悩みや不安の対処方法を学ぶことを目指し、学習過程を作成した。 

  
（２）高学年分科会が本単元で目指す具体的な児童の姿 

 
 
 
 

健康について自ら課題を見付け、課題解決に向けて 
試行錯誤するとともに、仲間の考えから健康についての理解を深める児童 

 



 

 
（３）研究テーマにおける教材観 
  本単元におけるウェルビーイングとは、心も体も健康でいることである。そこで単元名を「笑顔も心も満タン
に」に設定した。総合的な学習の時間では、「郷土料理をつくる」活動を通して食育の大切さに学んでいる。食べ
ることは体をつくる健康だけでなく、心満たす健康にも繋がることに気付かせ心の健康という視点へと繋げてい
く。心にも健康があるのかどうかという課題提示を出発点とし心の発達に関するもの、心と体のつながりに関す
るもの、不安や悩みの対処法に関するものの問いを分類整理し課題解決を行っていく。心も健康にしたいという
必要感をもたせ自分事として課題解決できる学習過程や言葉かけの工夫を重点に行っていく。 

  
５ 研究主題に迫るための手だて 
 

（１） “ひと”～教師の関わり方～ 

  〇教師による働きかけ―動機付け・メタ認知・支援 

児童が主体的に自己決定・自己調整をすることができるようになるためには、教師が児童の学習状況を見取 

り、的確に働きかけていくことが大切である。そのために、教師の言葉掛けを大きく３つ（「動機付けを高め 

る働き掛け」「メタ認知、自己観察を促す働きかけ」「支援が必要な児童への働きかけ」）に整理した。 

「こんな問いや学習課題をもっている人がいたよ」。「どうして、うまく課題を調べることができたの？」。

「心が健康になるために大切なことは何かな この中から選んでみよう」など、教師が意図的、計画的に、児童   

の動機づけを高め、メタ認知を促すことで、児童が自ら学びを調整することができるようにしたい。  

      

〇養護教諭との連携 

    本単元では、児童がたくさんの悩みや不安の対処を知ったり、試したり、新しく考えたりする姿を目指して

いる。また、体ほぐしの運動や呼吸法を知っている児童は少ないと思われる。そこで、養護教諭からの専門的

な指導のもと実体験することで、体をリラックスさせることも有効であるという気付きを促すとともに、対処

法を実際に試すことで意欲が高まると考えた。 

 

  

（２）“もの”～学習環境の工夫～ 

  〇「○○さん」と「対処カード」 

児童の実態やアンケート結果で示した通り、目に見えない自分の心の状態そのものや、悩みや不安を自覚し

ていない児童が多い。また、悩みや不安を自覚していても表現することを躊躇う児童もいると考えられる。 

  そこで、「○○さん」という事例を用意する。元気・風邪・怪我・腹痛・悩みなど、様々な状態の「○○さん」 

を用意することで、心の健康や悩みについて考える思考のきっかけとなる。また、自分と「○○さん」を重ね

合わせ、自然と自分の悩みや不安と向き合えるようになると考えた。 

    「対処カード」には、原因を考える・相談する・休養するなどの、不安や悩みの対処の仕方をイラスト付き

で作成し、児童へ提示する。児童は様々な対処法に触れながら、自分に合ったものを選んだり、新しい発見で

学びを深めたりすることができる。対処法を調べたり、文章で書いたりすることが難しい児童への支援にも繋

がる。 

 

 〇６年生へのアンケート 

    本単元では、教科書に載っているものに加えて、六小の６年生の「悩みアンケート」を提示する。児童にと

って、自分が通う学校の最高学年は身近な存在であり、自分の心の健康と向き合うために、実際の６年生の声

も聞くことは有効だと考えた。 

 

（３）“こと”～学習過程の工夫～ 

〇カリキュラム・マネジメント 

    総合的な学習の時間「和を好きになろう」では、和食に興味をもち郷土料理について学習した。健康になる

ための食育の大切さについて学んできた。さらに健康な生活を送るために必要なことを検討し、心の健康も必

要であることを引き出した。そこで「笑顔も心も満タンに生きるために必要なことを考える」と学習課題を設

定した。本単元において「どうすれば心も健康になるのか」を保健の学習を通して、さらに追究できるように

していく。 

  

 〇対処法の自己選択、対処法のお試し期間 

    単元後半において児童それぞれが不安や悩みへの対処法を選び、自己選択を行う。授業日から学校や家庭で

１週間試す期間を設け、授業での学びと日常生活とを結び付ける。自分の心の健康について向き合って考えた

り、試した対処法が自分に合っているか判断したりすることができる機会を設定する。 



 

 

６ 単元の指導と評価の計画 

 総合的な学習の時間との関連 

１～10 11 １～４(12～15) ５～８(16～19) 20～30 

和を好きになろう 

和食に興味をもち、郷

土料理の大切さを知

る。 

笑顔も心も満タンに生

きるために必要なこと

を考える。 

体育科保健領域 

心の保健 

体育科保健領域 

ケガの予防 

総合的な学習の時間 

キャリア教育 

～偉人の凄さを知ろう

～ 

 

時 １（本時） ２ ３ ４ 

段 

階 

心の発達、心と体のつながりについて知り、 

心の健康に目を向ける段階 

心の健康の大切さを実感するとともに、 

不安や悩みの対処法について知り、考えたことを表現する段階 

 

学 

習 

内 

容 

・ 

活 

動 

１．今までの保健の学習を振り 

返る。 

 

２．心について考える。 

・クイズを通して、心の健康に

ついて考える。 

 

３．心の健康について、学習へ

の見通しをもつ。 

・どんな悩みや不安があるの 

 か知りたい 

・今、今後の自分のために○○ 

 について調べたい。 

  

４．本単元の問いをつくる 

心も健康に過ごすための方法

を考えよう。 

１．前時の学習を振り返る。 

 

 

２．本時の問いを考える。 

・心の発達、心と体のつながりとは何だろう。 

・悩みや不安の対処法には、どんなものがあるだろう。 

・悩みや不安の対処法 Best３を決めよう。 

 

３． 学習課題をもって取り組む。 

・調べたいと思ったことを調べる。 

・調べたことを発表する。 

・分かったことを実際に試してみる。 

・分かったことをまとめる。 

 

４．次時の見通しをもつ。 

※👀は、ICT活用場面 ※評価の計画は、評価規準の番号とリンクしています。 

 １ ２ ３ ４ 

知技  ① ③ ③ 

思判表  ② ①  

態度 ①   ② 

心も健康に過ごすための方法を考えよう。 



                          

 

７ 本時の指導（１/４時） 

（１） 本時の目標（◎は重点評価） 

◎心の健康について自ら課題を見付けたり、すすんで調べたいことや疑問について考えたりすることができる

ようにする。                            【学びに向かう力、人間性等】 

 

（２）本時の展開 

時 学習内容 ・児童の反応 ●指導上の留意点  ◎評価（評価方法） 

０ 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５ 

 

 

 

 

 

 

 

４０ 

 

 

 

１ 今までの保健の学習を振り返る。 

 ・健康な生活、体の成長、けがの予防、和食のよさについ

て学んだ。 

・体だけでなく、心にも健康・不健康はある？ 

 

２ 本時の問いを作る。 

 

 

３ 心の健康度を可視化して、自分の心の健康状態を視覚的

に理解することができるようにする。  

 

（１） 個人で考えてノートに書く 

 

（２） 他者と交流し共有する。 

 

（３） 全体で共有する。 

１０に近い（健康な状態） 

・ストレスがない。 

・悩みがない。 

・喧嘩をしていない。 

・緊張していない。 

・友達と仲良し。 

・疲れていない。 

 

1 に近い（不健康な状態） 

・悩みがある。 

・イライラしている。 

・自分の考えを分かってもらえない。 

・発表のときに緊張してしまう。   

 

（４） 参観者の大人に心の健康度を聞く 

 

４ 単元を通した学習問題を立てる。 

  心について、考えたいことや調べたいことは何ですか？ 

・なぜ年齢によって悩みの種類が違うのか。 

・お腹はどんな時に痛くなるのか。 

・悩みや不安の解決法（対処法）は何か。 

・心の健康について考えたい。 

 

 

５ 心の健康について、次時以降の学習への見通しをもつ。 

・どんな悩みや不安があるのか知りたい。 

・悩みや不安をどうすればよいのか考えたい。 

・今、今後の自分のために○○について調べたい。 

●保健の学習に加えて、総合的な学習の時間（食育）での

活動も想起させ、健康について様々な学びを経験してき

たことを実感できるようにする。 

 

 

 

 

 

●自分の心の健康度を 10 段階で可視化して、その理由に

ついて日常生活の中から具体的に考えさせるようにす

る。 

●児童同士で多様な考えを引き出し様々な考えにふれる

ことができるようにする。 

●児童による考え方のずれを受け入れ、互いの考えを認め

合う雰囲気を作る。 

●「緊張するとき」「不安が強いとき」など、心の不調に関

する発表に注目し、心と体はつながっているのか考える

きっかけとする。 

●資料「不安や悩みに関するアンケート（六小の６年生）」

を提示し、自分と同じ思春期の児童がどのような悩みを

もち得るのか、視覚的に理解できるようにする。 

●成長段階によって、できることやできないことに傾向が

あることに気付けるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●一人ひとりが問いをもてるよう板書の言葉から問いを

かけるようにする。 

◎心の健康を保つことの大切さに気付き、調べたいと思

ったことや疑問を書いている。（ノート） 

 

 

 

 

●今日の学習で分かったことと、思ったことを整理して記

述できるようにする。「次は」「次も」の言葉を使い単元

の見通しをもちながら学習感想を書けるようにする。 

 

心も健康に過ごすための方法を考えよう。 

心の健康とはなにか考えよう 


